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第１章 計画策定の背景 

平成６年に本町を含む可児川流域の１町２市（御嵩町、可児市、多治見市）が水質

汚濁防止法に基づく「生活排水対策重点地域」の指定を受けました。この指定を受け

本町では、生活排水対策の実施を推進するための計画（「生活排水対策推進計画」）を

平成６年度に策定しました。その後、一部計画内容を見直した改訂版を発行し、現在

まで総合的・体系的な生活排水対策を推進してきました。  

計画策定から現在まで約３０年が過ぎ、計画目標年度である令和５年度を迎えまし

た。 

この間、公共下水道や合併処理浄化槽の普及、町民の水環境に対する意識向上など

により、可児川の水質は年々改善されてきています。 

いのちの源であり、私たちの心に安らぎと潤いを与えてくれる「水」。この自然の恵

みである「水」を現状以上の状態で次世代に引き継いでいくことは私たちの使命です。

そのためには、この水質改善傾向を今後も遵守していく必要があります。そこで計画

目標年度を新たに令和１５年度に設定し、引き続き生活排水対策を推進していきます。  

本計画書は、前計画策定時からの社会情勢の変化等を踏まえ、今後の生活排水対策

の指針となり得るように改訂したものです。 
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第２章 生活排水対策の推進に関する基本的整理 

 ２－１ 生活排水対策推進計画策定地域の概要 

(１) 自然的条件 

ア 位置と地勢 

本町は、岐阜県の中南西部に位置し、北は加茂郡八百津町に接し、東は瑞浪

市に、西は可児市に、南は可児市及び土岐市に隣接しています。東西に１２.４

㎞、南北に８.９㎞で面積は５６.６９㎢です。 

本町の中央を可児川が東西に貫流し、これに沿って走る国道２１号沿いに市

街地が発達しています。これを取り囲むように農地、さらに町の北部、南部を

東西に連なる山林丘陵地が取り囲んでいる。平坦地の標高は１００～１６０ｍ

であり、町の最高部で４６５ｍ、最低部で９７ｍとなっています。 
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イ 河川の概要 

本町の河川は南部を東西に貫流する可児川流域と東北部丘陵地帯の直接木

曽川に流入する流域に大別され、木曽川・可児川を含み８つの１級河川があり、

河川改修が進められています。（資料１） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 町内の一級河川 

河川の名称 
河川の流路延長 

備 考 
（町内分  ｍ） 

木曽川 １,６２０ 一級河川 

可児川 １４,２８０ 〃 

津橋川 ３,５００ 〃 

比衣川 ２,５００ 〃 

切木川 ２,５００ 〃 

真名田川 １,８７０ 〃 

平芝川 １,５１０ 〃 

唐沢川 １,５００ 一級河川（砂防河川） 

  資料 ： 可茂土木事務所・建設課 

 

資料２ 主な河川の位置 
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ウ 気象条件 

本町の気候は内陸性気候区に属し、雨は少ないが、夏と冬、昼と夜の気温の

差が大きいのが特徴です。比較的、積雪も少なく、年間を通して穏やかな過ご

しやすい所です。 

令和４年の年平均気温は約１６℃、年間降水量は約１,８７４mm となってい

ます（町内での観測値がないため、気象庁のアメダス（自動気象観測システム）

のデータ（美濃加茂市）での観測結果を掲載）。また、平成３０年～令和４年の

月別平均降水量と平均気温の平均値は資料４のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ： 気象庁アメダス 

 

 

資料３ 気象の概要 

区 分 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 

平均気温（℃） １５.９ １５.９ １７.９ １５.８ １５.７ 

降水量（㎜） １,９４８.０ １,６４３.５ １,８５０.５ ２,２６６.０ １,８７４.０ 

資料 ： 気象庁アメダス  
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(２) 社会的条件 

ア 人口・世帯数の動向 

本町の令和４年１０月１日現在の人口は１７,７６８人で、近年減少傾向が続

いています。今後は大規模な住宅開発等の見込みもないことから、急激な人口

の増加は考えにくいが、人口の減少に対して世帯数が増加傾向にあることから、

核家族化の傾向が強まっていくことが想定されます。（資料５） 

将来人口推計をみると、令和１７年の人口は約１５,４５４人と推計され、減

少傾向は進むと予測されます。（資料６） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料 ： 住民環境課 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

資料 ： 御嵩町人口ビジョン 
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資料５ 住民基本台帳人口と世帯数の推移（各年10月１日現在）

総人口 世帯数計 一世帯当り人口

（人/世帯） 
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資料６ 将来人口推計

国立社会保障・人口問題研究所による推計 独自推計

（人）

（人・世帯） 
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イ 産業の動向 

本町の令和３年度の産業別の事業所数及び従業者数（経済センサス－活動調

査の確報結果ではありません。）は、Ｄ製造業及びＥ建設業の割合が減少し、サ

ービス業（Ｇ～Ｒ）の割合が増加する傾向が見られます。全産業では、事業所

数は減少していますが、従業者数は増加しています。（資料７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料７ 経済センサス活動センサス－活動調査結果 

産業の分類  
平成２８年度 令和３年度 

事業所数 従業者数 事業所数 従業者数 

A～R全産業 626  7,214  620  7,707  

A～B農林漁業 1  2  4  53  

C鉱業・採石業・砂利採取業 1  1  1  1  

D建設業 83  433  77  437  

E製造業 95  3,609  87  3,583  

F電気・ガス・熱供給・水道業 0  0  0  0  

G情報通信業 0  0  0  0  

H運輸業・郵便業 8  128  9  154  

I卸売業・小売業 156  1,057  145  1,282  

J金融業・保険業 7  41  12  85  

K不動産業・物品賃貸業 16  32  17  43  

L 学術研究・専門・技術サービス

業 
14  32  15  34  

M宿泊業・飲食サービス業 61  336  64  377  

N生活関連サービス業・娯楽業 72  618  68  555  

O教育・学習支援業 22  51  16  52  

P医療・福祉 43  652  53  802  

Q複合サービス事業 7  62  4  20  

R サービス業（他に分類されない

もの） 
40  160  48  229  

資料１  ：  総務省・経済産業省「平成２８年経済センサス‐活動調査結果」

（https://www.stat.go.jp/data/e-census/2016/kekka/gaiyo.html）を加工して作成 

資料２  ：  総務省・経済産業省「令和３年経済センサス‐活動調査結果」

（https://www.stat.go.jp/data/e-census/2021/kekka/index.html）を加工して作成 
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ウ 土地利用 

本町の令和４年度の土地利用割合は、山林が３３.２０％と最も高く、次いで、

雑種地が８.９０％、宅地が７.６０％、田が６.８０％、畑１.９０％となってい

ます。（資料８） 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料 ： 税務課 

 

エ 水利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料９ 水道の現況（御嵩町） 

計画給水人口    （人） １８,２８１ 

現在給水人口    （人） １６,７９２ 

普及率       （％） ９９.６ 

一日平均給水量   （㎥/日） ５,８９９ 

一日最大給水量   （㎥/日） ６,４９９ 

資料 ： 令和３年度岐阜県における水道の概況 

 

資料１０ 水道給水量及び給水人口（御嵩町） 

  
給水人口 

(人） 

給水量 

（千㎥/年） 

日最大 

給水量 

（㎥/日） 

1人 1日 

最大給水量 

（ℓ/日・人） 

有効水量 

（千㎥/年） 

令和１年度 １７,２７３  ２,２６４  ７,００１  ４０５ １,９５５  

令和２年度 １７,０４５  ２,２６１  ７,２８５  ４２７ ２,０４１ 

令和３年度 １６,７９２  ２,１５３  ６,４９９  ４０５ １,９１２ 

資料 ： 岐阜県における水道の概況（令和１年度、２年度、３年度） 
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資料８ 土地利用の推移
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オ 生活排水処理形態別人口と生活排水処理率 

水洗化人口は減少していますが、これは計画処理区域内人口が減少していく

ことによるものです。 

生活排水処理施設の整備により、汲み取り人口が年々減少していくことによ

り、水洗化率及び生活排水処理率は年々向上しています。（資料１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１１ 生活排水処理形態別人口と生活排水処理率の推移 

  Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ４ 

計画処理区域内人口 １８,８５６ １８,８５７ １８,２８３ １８,０５８ １７,６９４ 

  

水洗化人口 １４,９５５ １４,９６８ １５,５５８ １５,５０１ １５,１６４ 

  

生活排水処理人口 １３,７８６ １３,８４７ １４,３６１ １４,３７９ １４,１２１ 

  
流域関連公共下水道人口 １０,４３３ １０,４５２ １０,７４５ １０,９３９ １０,９３９ 

合併処理浄化槽人口 ３,３５３ ３,３９５ ３,６１６ ３,４４０ ３,１８２ 

単独処理浄化槽人口 １１６９ １,１２１ １,１９７ １,１１２ １,０４３ 

非水洗化人口 ３,９０１ ３,５８９ ２,７２５ ２,５５６ ２,５３０ 

  汲み取り人口 ３,９０１ ３,５８９ ２,７２５ ２,５５６ ２,５３０ 

水洗化率（※１） ７９.３％ ８０.７％ ８５.１％ ８５.８％ ８５.７％ 

生活排水処理率（※２） ７３.１％ ７４.６％ ７８.５％ ７９.６％ ７９.８％ 

注１）生活排水処理率とは、下水道人口及び合併処理浄化槽人口など、し尿と生活雑

排水の両方を衛生的に処理している人口の計画処理区域内人口に対する比率で

す。 

※１水洗化率 ＝ 
水洗化人口 

計画処理区域内人口 

※２生活排水処理率 ＝ 
生活排水処理人口 

計画処理区域内人口 
 

資料 ： 上下水道課 
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 ２－２ 生活排水処理施設整備状況 

(１) 汚水処理施設整備構想 

平成５年度に汚水処理施設整備構想を策定後、社会情勢や都市計画等に変化

があり、下水道整備の早期既成を目指し、より効率的かつ経済的に事業を継続

して行くため、現状で家屋の立地が無く今後も整備が見込まれない地区や費用

比較検討のうえ浄化槽整備を有効となる家屋を下水道区域から除外（下水道整

備から浄化槽へ転換）するなどの下水道区域の見直し（９３５ha→８３８ha）

が、平成２８年度に行われました。 

また、本町の大部分（９３.１％）を下水道により一体的に集合処理すること

が望ましいという結論になり、町の財政力等を鑑みた上で中間目標である令和

７年度に汚水処理人口普及率を９４.８％とする目標を設定しました。 

（資料１２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１２ 汚水処理施設整備計画 

区分 H２６（基準年度） Ｒ７（中間目標） Ｒ１７（長期目標） 

整備（供用開始）面積 （ha） ５４０.０３ ６７５.８５ ８３８.００ 

行政人口        （人） １８,８５６ １７,６７２ １６,０２１ 
 下水道人口 １２,５２３ １４,９１４ １４,９１６ 

  合併処理浄化槽人口 ２,９６６ １,８３３ １,１０５ 

 汚水未処理人口 ３,３３７ ９２５ ０ 

汚水処理人口     （人） １５,５１９ １６,７４７ １６,０２１ 

汚水処理普及率（※１）（％） ８２.３ ９４.８ １００.０ 

※１汚水処理普及率 ＝ 
汚水処理人口 

行政人口 

資料 ： 上下水道課 
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(２) 流域関連公共下水道全体計画 

本町は、４市６町（岐阜市、各務原市、美濃加茂市、可児市、岐南町、笠松

町、坂祝町、川辺町、八百津町、御嵩町）を対象とした木曽川右岸流域下水道

区域に位置付けられ、平成２年に流域関連公共下水道全体計画を策定し、事業

に着手した。その後、幾度かの計画の見直し及び事業計画変更を経て、事業の

進歩に努めてきました。 

平成２８年度に見直された汚水処理施設整備構想に整合を図るとともに、現

在の最新状況・動向から将来の見通しを再設定し、計画目標年度、計画人口・

計画汚水量等の計画諸元についても令和２年度に見直しが行われました。 

（資料１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１３ 流域関連公共下水道全体計画 

項 目 既計画（H27年度） 見直し計画（Ｒ２） 

計画目標年度 令和７年度 令和１７年度 

計画行政人口    （人） １７,５６０ １４,９８８ 

計画面積       （ha） ９３５ ８３８ 

計画人口       （人） １６,８００ １４,１００ 

計画汚水 

（㎥/日） 

日平均 ６,５６８ ５,５５９ 

日最大 ８,０８５ ６,８３２ 

流域下水道へ

の流入水質 

（㎎/ℓ） 

ＢＯＤ ２２０ ２０８ 

ＣＯＤ １２３ １１５ 

ＳＳ １７１ １７５ 

Ｔ－Ｎ ３４.６ ４０.８ 

Ｔ－Ｐ ４.７ ５.５ 

処理区分 
７処理分区（上之郷、御嵩町、古屋敷、

中、伏見、上恵土、金山第３） 

 資料 ： 上下水道課 
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(３) 下水道の整備状況 

流域公共下水道の整備状況の推移は、資料１４のとおりです。 

前計画において流域関連公共下水道の整備及び接続を促進することで整備

面積（供用開始面積）を８７９ha と見込んでいます。令和４年度の供用開始面

積は５５８ha ですので、見込んだ面積に届かないことが予測されます。 

また、処理区以内人口は１６,２６０人を見込んでいます。令和４年度の処理

区域内人口は１３,８０８人ですので、処理区域内人口も見込んだ人数に届か

ないことが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 浄化槽等の整備状況 

合併処理浄化槽の整備状況の推移は、資料１５のとおりです。 

前計画において公共下水道の整備の拡大により、今後、合併処理浄化槽によ

る処理人口は減少すると見込み、合併処理浄化槽処理人口を８７２人と見込ん

でいます。令和４年度の合併処理浄化槽人口は３,１８２人ですので、見込んだ

人数に届かないことが予測されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１４ 流域関連公共下水道の普及・整備状況・処理区域内人口の推移 

  Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ４ 

総人口            （人） １８,８５６ １８,５５７ １８,２８３ １８,０５８ １７,６９４ 

供用開始面積        （ha） ５４３ ５４５ ５５１ ５５６ ５５８ 

処理区域内人口      （人） １２,５２３ １２,２９９ １３,８０６ １４,０７６ １３,８０８ 

接続人口           （人） １０,４３３ １０,５４２ １０,７４５ １０,９０３ １０,９３９ 

普及率（※１）           （％） ６６.４ ６６.３ ７５.５ ７７.９ ７８.０ 

接続率（※２）          （％） ８２.３ ８５.０ ７７.８ ７７.５ ７９.２ 

※１普及率 ＝ 
処理区域内人口 

総人口 

※２接続率 ＝ 
接続人口 

総人口 

資料 ： 上下水道課 

資料１５ 合併処理浄化槽人口の推移と設置状況 

 項目 Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ４ 

合併処理浄化槽人口               （人） ３,３５３ ３,３９５ ３,６１６ ３,４４０ ３,１８２ 

浄化槽             （基） ９７７ ９８２ ９６８ ９５７ ９４１ 

  単独処理浄化槽     （基） ４３９ ４２５ ４０３ ３８８ ３６８ 
 合併処理浄化槽     （基） ５３８ ５５７ ５６５ ５６９ ５７３ 

資料 ： 上下水道課 
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 ２－３ 水質の現況及び動向 

(１) 町内河川の環境基準の水域類型 

水質汚濁に係る環境基準は、生活環境の保全に関する項目（生活環境項目）

と、人の健康の保護に関する項目（健康項目）について設定されています。こ

のうち生活環境項目については、河川の利用目的により、水域毎にＡＡからＥ

までの６段階の類型に区分されており、ｐＨ・ＢＯＤ・ＤＯ・ＳＳ及び大腸菌

数の５項目について、類型毎に基準値が定められています。 

可児川は、水質汚濁に係る環境基準の水域類型を受けており、本町を流れる

水域はＢ類型の基準値が適用されます。また、支流については、「水域の類型」

が指定されていませんが、可児川のＢ類型の流域に合流しているため、Ｂ類型

の基準を適用します。（資料１６） 
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資料１６ 生活環境項目環境基準 

類型 利用目的の適応性 

基準値 

水素イオン

濃度 

(ｐＨ） 

生物化学的

酸素要求量 

(ＢＯＤ) 

浮遊 

物質量 

(ＳＳ) 

溶存 

酸素量 

(ＤＯ) 

大腸菌数 

ＡＡ 

水道１級、自然環境

保全及びＡ以下の

欄に掲げるもの 

６.５以上 

８.５以下 

１mg/Ｌ 

以下 

２５mg/Ｌ 

以下 

７.５mg/Ｌ 

以上 

２０ 

ＣＦＵ/１００

ｍＬ以下 

Ａ 

水道２級、水産１

級、水浴及びＢ以下

の欄に掲げるもの 

６.５以上 

８.５以下 

２mg/Ｌ 

以下 

２５mg/Ｌ 

以下 

７.５mg/Ｌ 

以上 

３００ 

ＣＦＵ/１００

ｍＬ以下 

Ｂ 

水道３級、水産２級

及びＣ以下の欄に

掲げるもの 

６.５以上 

８.５以下 

３mg/Ｌ 

以下 

２５mg/Ｌ 

以下 

５mg/Ｌ 

以上 

１,０００ 

ＣＦＵ/１００

ｍＬ以下 

Ｃ 

水産３級、工業用水

１ 級及びＤ以下の

欄に掲げるもの 

６.５以上 

８.５以下 

５mg/Ｌ 

以下 

５０mg/Ｌ 

以下 

５mg/Ｌ 

以上 
－ 

Ｄ 

工業用水２級、農業

用水及びＥの欄に掲

げるもの 

６.０以上 

８.５以下 

８mg/Ｌ 

以下 

１００mg/Ｌ 

以下 

２mg/Ｌ 

以上 
－ 

Ｅ 
工業用水３級  

環境保全 

６.０以上 

８.５以下 

１０mg/Ｌ 

以下 

ごみ等の浮

遊が認めら

れないこと 

２mg/Ｌ 

以上 
－ 

注１） 自然環境保全：自然探勝等の環境保全  

注２） 水道１級：ろ過等による簡易な浄水操作を行うもの  

水道２級：沈殿ろ過等による通常の浄水操作を行うもの  

水道３級：前処理等を伴う高度の浄水操作を行うもの  

注３） 水産１級：ヤマメ、イワナ等貧腐水性水域の水産生物用並びに水産２級及び水

産３級の水産生物用  

水産２級：サケ科魚類及びアユ等貧腐水性水域の水産生物用及び水産３級の水

産生物用  

水産３級：コイ、フナ等、β－中腐水性水域の水産生物用  

注４） 工業用水１級：沈殿等による通常の浄水操作を行うもの  

工業用水２級：薬品注入等による高度の浄水操作を行うもの  

工業用水３級：特殊の浄水操作を行うもの  

注５） 環境保全：国民の日常生活（沿岸の遊歩等を含む。）において不快感を生じない

限度 

 

資料 ： 環境省 
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(２) 町内河川における水質の現況及び動向 

ア 水質調査 

本町では、資料１７に示す調査場所で河川の水質調査を毎年行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１７ 主な河川の調査場所 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

⑤〇 

〇① ●② 

●③ 
●④ 

⑥● 
●⑦ 

●⑧ ⑨● 

〇⑩ 

〇 本流調査地点 

● 支流調査地点 

区 分 地点番号 地点名 

可児川本流 上流域 ① 鬼岩公園内 

支流  ② 津橋川 

支流 ③ 切木川 

支流 ④ 平芝川 

可児川本流 中流域 ⑤ 木ノ下橋 

支流  ⑥ 唐沢川 

支流 ⑦ 真名田川 

支流 ⑧ 比衣川 

支流 ⑨ 山田川 

可児川本流 下流域 ⑩ 石森橋 
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イ 可児川本流の水質調査 

調査の結果、ＢＯＤ、ＳＳ及びＤＯは環境基準値を満足しました。石森橋の

ｐＨの基準値超過は一時的なものと考えられ、ｐＨは環境基準値を満足する結

果となりました。大腸菌群数で評価していた過去の結果では、環境基準値を超

過していた地点が、大腸菌数で評価した調査では環境基準値を満足する結果と

なりました。 

上流域から下流域にかけての変動を見ると、徐々に値が高くなる傾向がみら

れました。                        （資料１８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１８ 河川水質調査結果の平均値（可児川本流） 

地点 

番号 
地点名 項目 Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ４ 

① 鬼岩公園内 

ｐＨ 6.8～7.4 7.3～7.5 7.0～7.7 7.1～7.4 7.4～7.4 

ＢＯＤ ０.５ １.６ ２.０ １.６ １.６ 

ＳＳ ２ ２ ４ ３ ３ 

ＤＯ １０ １１ １１ １１ １２ 

大腸菌数 ８,３００ ２,３００ ７,１００ ７,５００ ６０ 

⑤ 木ノ下橋 

ｐＨ 7.6～8.8 7.8～8.9 7.7～8.8 7.5～7.8 8.3～8.3 

ＢＯＤ ０.６ ０.８ １.０ １.６ １.２ 

ＳＳ １２ ２ ２ ３ ５ 

ＤＯ １１ １１ １１ １２ １２ 

大腸菌数 ４９,０００ ８,０００ ９,１００ １６,０００ ５００ 

⑩ 石森橋 

ｐＨ 7.6～8.7 7.6～7.9 7.9～8.4 7.5～7.8 9.0～9.0 

ＢＯＤ ０.７ １.１ １.５ １.３ １.８ 

ＳＳ ４ ２ ２ ６ ８ 

ＤＯ １０ １１ １１ １１ １２ 

大腸菌数 １１,０００ ９,２００ ５,６００ ３７,０００ ２００ 

注１）ＢＯＤ、ＳＳ、ＤＯの単位はｍｇ/L、pHは無単位です。 

注２）令和４年度、環境基準から「大腸菌群数」の項目が削除され、「大腸菌数」とされま

した。そのため、「大腸菌数」の経年変化について、令和２年度までは「大腸菌群

数」の値を参考として掲載しました。この場合、「大腸菌数」の単位は ＣＦＵ/100 

ｍＬで、数値は最大値です。また、「大腸菌群数」の単位は MPN/100ｍＬです。 

注３）ＢＯＤは７５％値です。 

注４）ｐＨについては、範囲（最小～最大）です。 

注５）二重下線はＢ類型の環境基準を超えた数値です。 

注６）「大腸菌群」のＢ類型の環境基準値は 5,000ＭＰＮ/100ｍＬ以下です。 

 

資料 ： 環境汚染総合調査 
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ウ 可児川支流の水質調査 

調査の結果、ＳＳ及びＤＯは環境基準値を満足しました。平芝川のｐＨが環

境基準値を満足しない年もありましたが、山田川以外のｐＨは良好な結果でし

た。平芝川以外のＢＯＤは、環境基準を満足しました。大腸菌群数で評価して

いた過去の結果では、環境基準値を超過していた地点が、大腸菌数で評価した

調査では真名田川を除いて環境基準値を満足する結果となりました。 

御嵩町の各支流は、流量が少ないことから、生活雑排水の影響を大きく受け

やすいと考えられます。そのため、各家庭や企業に注意を促すとともに、公共

下水道への加入及び合併浄化槽の普及促進をする必要があると考えます。 

（資料１９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１９ 河川水質調査結果の平均値（可児川支流） 

地点 

番号 
採水場所 項目 Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ４ 

② 津橋川 

ｐＨ 7.2～7.5 7.4～7.4 7.1～7.6 7.2～7.3 7.4～7.4 

ＢＯＤ ０.５ ０.５ ０.６ １.０ １.０ 

ＳＳ １ １ ２ ４ ４ 

ＤＯ １１ １０ １１ １２ １２ 

大腸菌数 １,４００ ４,７００ ４,３００ ４６,０００ １２０ 

③ 切木川 

ｐＨ 7.2～7.4 7.4～8.0 7.2～7.7 7.3～7.6 7.3～7.4 

ＢＯＤ ０.５ ０.９ ０.６ ０.９ １.１ 

ＳＳ ３ ３ ３ ２ ３ 

ＤＯ １０ １１ １１ １２ １２ 

大腸菌数 ５,４００ ７,４００ ２３,０００ ４４,０００ ５００ 

④ 平芝川 

ｐＨ 7.9～8.4 7.7～9.6 7.6～7.9 7.7～8.2 7.5～7.7 

ＢＯＤ １.７ ２.３ ５.４ ５.３ ３.１ 

ＳＳ ５ ５ ４ ６ ５ 

ＤＯ １０ １０ １０ １１ １１ 

大腸菌数 ４,２００ ６,１００ ２６,０００ １２,０００ １６０ 

⑥ 唐沢川 

ｐＨ 7.8～8.9 7.4～7.6 7.3～7.6 7.2～7.4 6.8～7.2 

ＢＯＤ ０.５未満 ０.５ １.０ ０.５ ０.５未満 

ＳＳ ２ ２ ３ ２ ２ 

ＤＯ ９.９ ９.７ １０ １１ １１ 

大腸菌数 ２,７００ ２６００ ２１,０００ ３０,０００ ４２ 

⑦ 真名田川 

ｐＨ 7,3～7,5 7,5～7,7 7,5～8,5 7,7～8,0 7,4～8,1 

ＢＯＤ １,２ １,４ １,８ １,４ １,３ 

ＳＳ ３ ４ ４ ４ １７ 

ＤＯ １１ １１ １０ １１ １１ 

大腸菌数 １５,０００ ６７,０００ ６６,０００ ２９０,０００ ２,４００ 
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地点 

番号 
採水場所 項目 Ｈ２６ Ｈ２８ Ｈ３０ Ｒ２ Ｒ４ 

⑧ 比衣川 

ｐＨ 6.9～7.1 7.1～7.2 7.0～8.8 6.9～7.2 6.9～7.3 

ＢＯＤ ０.６ ０.９ ０.９ １.３ ０.９ 

ＳＳ ２ ３ ２ ２ ５ 

ＤＯ ８.８ ９.２ ９.５ ９.６ １１ 

大腸菌数 ５,９００ ７,８００ ７,３００ ６,５００ ６３ 

⑨ 山田川 

ｐＨ 8.9～9.6 8.4～8.9 9.0～9.8 7.5～10.1 7.5～9.6 

ＢＯＤ １.２ １.０ １.７ １.８ １.４ 

ＳＳ ３ ３ ４ ２ ３ 

ＤＯ １１ １２ １１ １２ １２ 

大腸菌数 ２,０００ ６,９００ ２３,０００ ３９,０００ ２９０ 

注１）ＢＯＤ、ＳＳ、ＤＯの単位はｍｇ/L、pHは無単位です。 

注２）令和４年度、環境基準から「大腸菌群数」の項目が削除され、「大腸菌数」とされま

した。そのため、「大腸菌数」の経年変化について、令和２年度までは「大腸菌群

数」の値を参考として掲載しました。この場合、「大腸菌数」の単位は ＣＦＵ/100 

ｍＬで、数値は最大値です。また、「大腸菌群数」の単位は MPN/100ｍＬです。 

注３）ＢＯＤは７５％値です。 

注４）ｐＨについては、範囲（最小～最大）です。 

注５）二重下線はＢ類型の環境基準を超えた数値です。 

注６）「大腸菌群」のＢ類型の環境基準値は 5,000ＭＰＮ/100ｍＬ以下です。 

 

資料 ： 環境汚染総合調査 

 



18 

 

(３) 水生生物調査の経年変化 

カワゲラウオッチングとして、小中学生や水質団体等の参加により、可児川

流域で水生生物調査を行っています。水生生物調査結果の経年変化を資料２０

に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２０ 水生生物調査の経年変化 

年度 河川・地点名 水質階級 出現した指標生物 

Ｈ２６ 

可児川 

(西田) 

Ⅱ 

(少し汚い水) 

２：オオシマトビケラ●、ヒラタドロムシ類●、４：アメリカ

ザリガニ 

可児川 

(美佐野) 

Ⅰ 

(きれいな水) 

１：サワガニ〇、ヒラタカゲロウ類●、３：シマイシビル

● 

Ｈ２７ 

可児川 

(西田) 

Ⅳ 

(大変汚い水) 

１：ナガレトビケラ●、ヒラタカゲロウ類〇、２：カワニナ

類〇、コオニヤンマ〇、３：シマイシビル〇、４：アメリカ

ザリガニ●、エラミミズ● 

可児川 

(美佐野) 

Ⅱ 

(少し汚い水) 

１：サワガニ〇、ヒラタカゲロウ類●、２：コオニヤンマ

〇、コガタシマトビゲラ〇、ヒラタドロムシ● 

Ｈ２８ 

可児川 

(御嵩橋下) 

Ⅱ 

(少し汚い水) 

１：ヤマトビケラ類〇、２：カワニナ類〇、コオニヤンマ

〇、コガタシマトビケラ●、ヒラタドロムシ●、３：タニシ

類〇、シマイシビル〇 

可児川 

(美佐野) 

Ⅰ 

(きれいな水) 

１：カワゲラ類〇、サワガニ〇、ヨコエビ類●、２：カワニ

ナ類〇 

Ｈ２９ 可児川 河川増水のため未実施 

Ｈ３０ 

可児川 

(御嵩橋下) 

Ⅱ 

(少し汚い水) 

１：カワゲラ類●、２：オオシマトビケラ●、カワニナ類

〇、ヒラタドロムシ〇 

可児川 

(美佐野) 

Ⅰ 

(きれいな水) 

１：カワゲラ類〇、サワガニ●、ヤマトビケラ〇、２：コオ

ニヤンマ〇、ヒラタドロムシ● 

Ｒ１ 

可児川 

(御嵩橋下) 

Ⅱ 

(少し汚い水) 

１：ヘビトンボ〇、ヤマトビケラ類●、ヨコエビ〇、２：カ

ワニナ類●、ゲンジボタル〇、コオニヤンマ●、ヒラタド

ロムシ〇、３：シマイシビル〇、４：アメリカザリガニ〇 

津橋川 

(美佐野橋下) 

Ⅱ 

(少し汚い水) 

１：カワゲラ類〇、サワガニ●、ナガレトビケラ〇、ヒラ

タカゲロウ類〇、ヤマトビケラ類●、２：オオシマトビケ

ラ〇、コオニヤンマ●、コガタシマトビケラ〇 

Ｒ２ 未実施 新型コロナ感染症拡大防止のため未実施 
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(４) 魚の生息環境 

水生生物調査時には、水のきれいな環境に生息する絶滅危惧種Ⅱ類であるア

カザなどが確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年度 河川・地点名 水質階級 出現した指標生物 

Ｒ３ 

可児川 

(御嵩橋下) 

Ⅰ 

(きれいな水) 

１：カワゲラ類●、ヒラタカゲロウ類●、ヘビトンボ●、

２：コオニヤンマ●、ヒラタドロムシ類●、３：シマイシビ

ル●、４：アメリカザリガニ● 

津橋川 

(美佐野橋下) 

Ⅱ 

(少し汚い水) 

１：カワゲラ類〇、サワガニ●、ナガレトビケラ●、２：カ

ワニナ類〇、コオニヤンマ●、ヤマトシジミ●、３：タニ

シ類● 

Ｒ４ 

可児川 河川増水のため未実施 

津橋川 
Ⅱ 

(少し汚い水) 
１：サワガニ●、２：カワニナ類●、コオニヤンマ〇 

注１）●多く発見、〇発見 

注２）判定方法 

一番多くの指標生物が見つけられた階級をその地点の水質階級とします。 

 

資料 ： 環境省 HP 「全国水生生物調のページ」、環境モデル都市推進室 
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第３章 生活排水対策推進計画の目標 

３－１ 前計画目標数値等の達成状況 

(１) 生活排水処理率 

前計画における計画目標値に対する現状（資料１１）は、７９.８％です。計

画目標として設定していた目標値９６％以上を達成しないことが予測されま

す。 

 

(２) 水質 

ア 環境目標値 

前計画における計画目標値に対する現状（資料１８）は、可児川本流にお

いてＢＯＤ２mg/Ｌ以下です。また、可児川支流において平芝川以外はＢＯ

Ｄ２mg/Ｌ以下です。計画目標として設定していた目標値、可児川本流ＢＯ

Ｄ２mg/Ｌ以下及び可児川支流ＢＯＤ２mg/Ｌ以下をほぼ達成することが予

測されます。 

イ 水生生物調査 

前計画における計画目標値に対する現状（資料２０）は、水質階級Ⅱです。

計画目標として設定していた目標値、水質階級がⅡ以上は達成することが予

測されます。 

 

(３) 魚の生息環境 

前計画における計画目標値に対する現状（２－３(４)）は、水生生物調査時

には、絶滅危惧種Ⅱ類であるアカザなどが確認されています。計画目標として

設定していた目標値、「アカザなどが生息できる環境にすること」は達成する

ことが予測されます。 

 

(４) 総括 

(１)～(３)までの前計画の計画目標を達成できないことが予測されることか

ら、本計画の目標達成のためには、引き続き生活排水処理施設の整備推進など

が必要です。 

 

３－２ 生活排水対策の基本理念 

生活排水対策推進計画により、地域の特性を映し出すともいえる可児川を軸に、

町民、事業者、町が、それぞれの責務を理解し、協力して、水環境について共通

の目標を持って取り組んでいくことが重要となっています。 

これらは、前計画から変わりないことであり、今後も継続して取り組んでいく

必要があります。そのため、前計画から引き継いだ基本理念「ふれあいたくなる

川を育む 環境のまち みたけ」を本計画の基本理念に踏襲し、生活排水対策を

町民や関係者とともに進めていくこととします。 
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３―３ 生活排水対策の基本方針 

下水道などの生活排水処理施設の整備促進及び台所排水などの発生源対策の

普及啓発を効果的に推進するために、基本方針を次のように定めます。 

(１) 汚水処理施設整備構想及び流域関連公共下水道全体計画に基づく目標年度

までの下水道区域における下水道の整備完了を目指します。 

(２) 下水道の供用開始区域においては、早期の接続を促進します。 

(３) 下水道に接続するために既存の単独処理浄化槽を撤去する場合における補

助金を交付します。 

(４) 広報紙、ＦＭらら、回覧、町ホームページ、地域のイベント等において下水

道への接続を促す啓発活動を実施します。 

(５) 下水道整備地域外については、合併処理浄化槽への転換を進めます。 

(６) 生活排水対策推進計画の内容について、住民に理解を求めるとともに下水道

などの生活排水処理施設の整備などを円滑に推進するために計画の普及啓発

に努めます。 

(７) 生活排水対策推進計画は、社会情勢の変化など見直しの必要性が生じたとき

は、中間年度において見直しを行うこととします。 

 

 

３－４ 計画の目標 

(１) 生活排水処理率 

生活排水処理率を９８.９％以上にすること。 

 

(２) 水質 

ア 町内の河川における水質測定の平均値が次の環境目標値を満足すること。 

可児川本流 ： ＢＯＤ ２mg/Ｌ以下 

可児川支流 ： ＢＯＤ ２mg/Ｌ以下 

イ 町内の河川における水生生物調査で水質階級がⅡ以上 

 

(３) 魚の生息環境 

アカザなどが生息できる環境を維持すること 

 

３－５ 計画の達成年次 

令和１５年度 
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第４章 生活排水処理施設の整備に関する事項 

４－１ 生活排水処理施設の整備に関する基本方針 

下水道の整備及び下水道への接続並びに合併処理浄化槽への転換により生活

排水処理率の向上を目指します。 

 

４－２ 下水道を整備する区域及び整備計画 

流域関連公共下水道全体計画に基づき、下水道の整備を行います。 

 

４－３ 合併処理浄化槽を整備する区域 

下水道整備計画区域外では、汲み取り及び単独処理浄化槽から合併処理浄化槽

への転換を図ります。 

(１) 本町では生活雑排水の.処理対策として、合併処理浄化槽設置に対して補助

制度を設けており、未処理や単独処理浄化槽から合併処理浄化槽への転換を推

進していきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

資料２１ 整備面積並びに生活排水処理形態別人口及び処理率の現況と見込み 

（単位：人）  

区       分 

現況 

 

(Ｒ４年度) 

本計画 

中間 

(Ｒ１０年度) 

本計画 

目標 

(Ｒ１５年度) 

全体計画 

目標 

(Ｒ１７年度) 

流域公共下水道整備面積（ha）  ５５８ ６９０ ８００ ８３８ 

計画処理区域内人口 ① １７,６９４ １６,２０８ １５,３４６ １４,９８８ 

 水洗化人口 ② １５,１６４ １５,７１９ １５,３２９ １４,９８８ 

  生活排水処理人口 ③ １４,１２１ １５,１９９ １５,１８２ １４,９８８ 

    （１）流域関連公共下水道人口 １０,９３９ １４､３３６ １４,１６３ １４,１００ 

   （２）合併処理浄化槽人口 ３,１８２ ９７３ １,０１９ ８８８ 

  単独処理浄化槽人口 １,０４３ ５２０ １４７ ０ 

 非水洗化人口 ２,５３０ ４８９ １７ ０ 

    くみ取り人口 ２,５３０ ４８９ １７ ０ 

水洗化率（％） （②／①） ８５.７ ９７.０ ９９.９ １００.０ 

生活排水処理率（％） （③／①） ７９.８ ９３.８ ９８.９ １００.０ 

計画処理区域外人口 ０ ０ ０ ０ 

注１）流域関連公共下水道全体計画（「全体計画」という。）の目標年度である令和１７年

度に、水洗化率１００％になるものとして作成 

注２）本計画中間及び本計画目標の数値は、全体計画目標の数値からの推計値 
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４－４ 施設整備による水質改善効果 

生活排水処理施設の整備計画によって、令和１５年度におけるＢＯＤ汚濁負荷

量の削減量は資料２２のとおり、令和４年度に比べて９０％の削減になると見込

まれます。 

前計画において計画目標年度（令和５年度）には約８３％の削減になると見込

んでいます。前計画の現況（平成２４年度）の負荷量合計は２２１.２㎏/日でし

たので、令和４年度現在の負荷削減量は３９.１㎏/日となり、平成２４年度に比

べて約１８％の削減になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２２ 汚濁負荷（ＢＯＤ負荷）の削減効果 

 

排出負荷量 

原単位 

（ｇ/人・日） 

ＢＯＤ（単位：ｋｇ/日） 

現 況 

（令和４年度） 

目 標 

（令和１５年度） 

負 荷 

削 減 量 

公共下水道 ―    

合併処理浄化槽 １０.９ ３４.７ １１.１ ２３.６ 

単独処理浄化槽 ４４.３ ４６.２ ６.５ ３９.７ 

くみ取り ４０.０ １０１.２ ０.７ １００.５ 

合計 ― １８２.１ １８.３ １６３.８ 

負荷量削減率 ― ９０.０％ 

※排出負荷量原単位について  

排出負荷量原単位は「流域別下水道整備総合計画調査指針と解説 平成 27年１月国土

交通省水管理・国土保全局下水道部」を参考に以下の値とした。  

・合併処理浄化槽：１０.９g/人・日  

・単独処理浄化槽＋未処理雑排水： ４４.３g/人・日  

・（し尿収集処理）＋未処理雑排水： ４０.０g/人・日  

※公共下水道の汚濁負荷が０の理由  

公共下水道は各務原市内の各務原浄化センターにて汚水処理され木曽川に放流されて

いる。本町内に処理水が排出されないため、汚濁負荷は０としている。  

※単独処理浄化槽の排出負荷量原単位について  

単独処理浄化槽はし尿のみ処理され、その他の生活雑排水は未処理であるため、単独

処理浄化槽排出負荷量原単位と未処理雑排水排出負荷量原単位を足した ４４.３g/人・

日を採用している。  

※くみ取りし尿の排出負荷量原単位について  

くみ取りし尿は美濃加茂市内の緑ヶ丘クリーンセンターにて汚水処理され木曽川に放流

されている。本町内に処理水が排出されないため、し尿の汚濁負荷としては０としてい

る。ただし生活雑排水は未処理であるため、未処理雑排水排出負荷量原単位の４０.０g/

人・日を採用している。  

※汚濁負荷量の算出方法について  

汚濁負荷量は P.２２の各処理形態別人口に各処理形態別排出負荷量原単位を乗じて算

出している。  

※負荷量削減率の算出方法について  

負荷量削減率は「１００－目標（令和１５年度）の負荷量合計/現況（令和４年度）の負荷

量合計×１００」にて算出している。 
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第５章 生活排水対策に係る啓発に関する事項 

５－１ 生活排水対策に係る啓発に関する基本方針 

生活排水対策を推進していくためには、住民・事業者・町がそれぞれの役割に

応じた取り組みを進めることが必要です。このためには、町民、事業者、町がお

互いに理解を深め、共通の目標に向けて協力することが重要です。啓発活動を通

じて、社会全体で行動することが当たり前になるまで取り組んでいきます。 

(1)生活排水処理施設の整備状況を勘案した町民の責務並びに事業者及び町の

責務を明確化した情 

報の提供とＰＲを図ります。 

(2)生活排水対策や水環境保全に関する必要な情報を適切に収集・整理し、高

度情報化社会に適応した新しい情報収集や情報提供を推進します。 

(3)水環境を育む行動の普及と活動への支援を推進します。 

 

第６章 その他の生活排水対策の実施の推進に必要な事項 

６－１ 関係部局間の連携に関すること 

関係課と連携して計画を推進していきます。 

６－２ 関係市町村の連携に関すること 

可児川流域１町２市（御嵩町・多治見市・可児市）と連携し、計画を推進して

いきます。 

６－３ 関係する他の計画との調整に関すること 

御嵩町第五次総合計画後期基本計画 

御嵩町環境基本計画第三次改訂版 

第２次一般廃棄物処理基本計画（生活排水処理基本計画）（中間見直し） 

流域関連公共下水道全体計画 


